
∴　　門

と錫

言花芭蕉竹右図瓶（梅瓶）景徳頭窯明時代初期15世紀前半高390の

陶磁の宝庫といわれる「故・麻生太

コレクション」がゆかり深い地元、

歴史資料館で開催されます。この機

き11月17日㈱

二ろ　飯塚市歴史資料館
（東洋陶磁名品展）

●募集人員135人（先着順、定員に

なりしだい締切り）

●申込み受付　と　き11月4日㈱

午前8時30分から

ところ　教育委員会

社会教育課

●参　加　料　観覧料　大人　400円　高校生170円

小・中学生　80円

弁当代　600円

●申　込　み　参加を希望される人は、参加料を添えて受付日に申

込みください。（お一人で複数世帯の受付は行いま

せん。又、電話での受付も行いません。）

●問い合わせ　遠賀町教育委員会　社会教育課　社会教育係

●行　　　彊　役場出発（9：00）一一飯塚市歴史資料館〔東洋陶磁

名品展〕（10：00－11：20）一一嘉穂町フルーツ共和

国〔柿狩り及び昼食〕（11：45－13：30）一一日IIi市

石炭資料館（14：30－15：10）一一役場着（16：的）

※参加料には、田Ii怖石炭資料館の入場料も含まれています。
三彩麓繁文壷　唐時代　8世紀　高255m

役場は、11月からすべての土曜日が休みになります。
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役場は、11月からすべての

土曜日が休みになります。

エ　戸窮関係の届出書（婚姻　死亡
など）の受付については、従来ど
おり千テいます。（警備員に申し出
てください。）

（2－　中央公民館及び同館図書室、総
合連動公園内の音施設などは従来
どおりです。

皆様のご球筋と
ご協力をおく顕いいたします

自分の年金について考えてみませんか。

圃醒繭間脳匿案を開催します。

人生まさに80年

時代、わが国は世

界一の長寿国です。

この長くなった老

後をより充実した

ものにするために

は若いときからし

つかりとした生活設計をする必要があります。

遠賀町では、年金制度の趣旨やしくみを正し

く理解していただくため、国民年金研修会を開

催します。ぜひご参加ください。

●と　き＝11月20日栓〉19時から21時まで

●ところ＝浅木公民館

●講師・相談役＝県民生蔀国民年金企画係長、

八幡社会保険事務所職員など
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芦
屋
町
医
療
職
員
（
看
護

婦
・
薬
剤
師
）
募
集
中

●
職
種
、
採
用
予
定
人
員
、
受
験
資
格

▽
看
護
婦
　
1
5
人
（
昭
和
釘
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
看
護
婦
免
許
を
取

得
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
平
成
5
年
5

月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
）

▽
薬
剤
師
　
1
人
（
昭
和
約
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
薬
剤
師
免
許
を
取

得
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
平
成
5
年
5

月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
）

▽
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん

●
試
験
日
　
n
月
1
7
日
（
火
）

●
と
こ
ろ
　
芦
屋
町
役
場

●
申
込
み
・
向
い
合
わ
せ
　
n
月
9
日

（
月
）
ま
で
に
芦
屋
町
役
場
人
事
係
へ

℡
（
2
2
3
）
0
8
8
1

福
岡
県
障
害
者
職
業
訓
練
校

平
成
5
年
度
訓
練
生
募
集

福
岡
県
障
害
者
職
業
訓
練
校
で
は
、

平
成
5
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い

ます。
●
蔦
集
綱
田
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
は
平
成
5
年
2
月
1
0
日
ま
で
。
療
育

手
帳
所
持
者
は
平
成
5
年
2
月
1
日
ま

で。●
応
蔦
手
続
き
　
所
定
の
入
校
願
書

（
公
共
職
業
安
定
所
、
福
祉
導
務
所
、

福
岡
県
障
害
者
職
業
訓
練
校
な
ど
に
あ

り
ま
す
）
を
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
に
提
出
。

●
向
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
障
害
者
職
薬

訓
練
校
℡
（
1
4
1
）
5
4
3
1

女
性
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
プ
ロ

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

●
購
習
期
間
　
平
成
4
年
1
2
月
日
日
～

平
成
5
年
2
月
4
日
の
延
べ
2
1
日
間

●
愛
機
時
間
　
午
前
同
時
～
午
後
4
時

●
定
　
員
　
柳
人

●
対
　
i
象
　
就
業
希
望
の
女
怪
で
講
習

の
全
日
畳
を
出
席
で
き
る
人

●
受
持
料
　
無
料
（
但
し
教
材
費
は
受

読
者
負
担
）

●
機
習
会
場
　
レ
デ
ィ
ス
八
幡
（
八
幡

東
区
居
合
）

●
申
込
み
受
付
　
Ⅱ
月
9
日
、
m
日
の

午
前
9
時
～
午
後
0
時
、
午
後
1
時
～

5
時
に
笹
藷
で
ど
う
ぞ

●
申
込
a
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
女

性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所

℡

0

9

4

8

（

2

3

）

4

1

5

6

恭
合
○
田
も

差
別
を
な
く
そ
う

全
国
同
和
教
育
研
究
大
会

「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、
生

活
を
高
め
、
未
来
を
保
障
す
る
教
育
を

確
立
し
よ
う
。
」
を
テ
ー
マ
に
第
触
回

全
国
同
和
教
育
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ

ます。
●
と
　
き
　
日
月
2
8
日
（
土
）
0
0
日
（
月
）

全
体
会
／
Ⅱ
月
約
日
（
日
）
分
科
会

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
市
立
体
育
館

●
闘
い
合
わ
せ
　
第
触
回
全
国
同
和
教

育
研
究
大
会
福
岡
県
実
行
委
員
会

℡
0
9
2
（
6
5
1
）
8
6
0
0

遠
賀
町
「
学
童
ス
ケ
ッ
チ
」
大
会

に
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

こ
の
大
会
は
、
遠
賀
町
曹
少
年
育
成

町
民
会
議
が
教
育
委
員
会
と
協
力
し
あ

っ
て
、
遠
賀
町
の
自
然
と
接
し
な
が
ら

日
頃
の
学
習
成
果
を
発
揮
し
、
技
能
の

高
揚
と
美
術
表
現
の
喜
び
を
味
わ
う
と

と
も
に
、
学
校
週
五
日
制
を
有
意
議
に

過
ご
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
自
主
柱

を
育
て
ろ
こ
と
を
目
標
に
開
催
さ
れ
ま

す。●
と
　
き
　
n
月
山
日
（
土
）
午
前
9

時
～
午
後
3
時
（
雨
天
順
延
）

●
と
こ
ろ
　
小
学
校
校
区
ご
と
に
会
場

を
設
定
・
浅
木
小
校
区
＝
浅
木
神
社
塊

肉
・
島
門
小
校
区
＝
尾
崎
区
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
広
渡
小
校
区
＝
遠
賀
コ
ミ
ニ
ー



3

F中三二恵二品
」

ご存じですか

福岡県最低賃金

平成4年10月7日から

1日4，372円
（時間給労働者は1時間547円）

問い合わせ“相談は　福岡労働基準

局賃金課か092（（用）4578又は最寄

りの勢個基準監督署へ

11月9日一15日

毎日が火の元警報
発令中

遠賀町消防団では、11月8日の

午前9時から消防自動車による防
火パレードを行い、住民の皆さん
に「火の用心」を呼びかけます。

また、火災予防期間中、午前7
時と午後7時の2回、サイレンを

吹鳴しますので、皆さまのご協力
をお願いします。

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
　
象
　
町
内
の
幼
稚
園
児
、
小
学

生
、
中
学
生

●
　
費
　
作
品
提
出
者
に
は
、
全
員
に

参
加
賞
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

『
語
り
方
教
室
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

朗
読
や
紙
芝
居
な
ど
の
語
り
万
に
つ

い
て
請
節
を
招
い
て
学
習
会
を
行
い
ま

す。●
と
　
き
　
日
月
m
日
（
火
）
午
後
7

時
0
0
分
～
9
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ー
一
テ
ィ
セ
ン

／々－
●
京
　
節
　
神
谷
文
子
さ
ん
（
元
N
H

K
小
倉
放
送
劇
団
所
属
、
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
山
ほ
う
し
」
主
宰
）

●
入
場
料
　
無
料

●
主
　
催
　
遠
賀
レ
ク
∩
ノ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
会

㊨
㈲
9
時

雇
用
保
険
ル
ー
ル
を
守
っ

て
さ
わ
や
か
受
給

n
月
は
雇
用
保
険
さ
わ
や
か
受
給
推

進
月
間
で
す
。

●
受
館
者
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

○
失
業
認
定
申
請
書
は
、
正
し
く
記
入

し
ま
し
ょ
う
。

○
就
職
、
就
労
、
内
職
、
手
伝
い
な
ど

は
、
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
届
け

ま
し
ょ
う
。

●
事
禦
主
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

○
雇
用
保
険
受
給
者
が
、
貴
社
で
就
労

又
は
採
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
　
へ
正
し

く
届
け
る
よ
う
こ
指
導
く
だ
さ
い
。

○
従
業
員
を
雇
い
入
れ
た
場
合
又
は
従

業
員
が
退
職
し
た
場
合
の
雇
用
保
険
の

各
種
届
出
は
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
作

成
し
て
く
だ
さ
い
。

無
縁
墓
地
を
改
愛
し
ま
す

心
あ
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か

●
墓
地
の
名
称
　
林
太
郎
吉
さ
ん
所
有

の
基
地

●
墓
地
の
所
在
地
　
両
方
市
大
字
頓
野

●
闘
い
合
わ
せ
　
宙
方
市
役
所
℡
0
9

4

9

2

（

5

）

2

2

6

5

●
眉
出
期
限
　
Ⅱ
月
如
日
ま
で

小
倉
へ
お
出
か
け
の
際
は
ご
注
意
を

一
方
通
行
税
制
が
解
除
さ
れ
ま
し
た

北
九
州
市
の
小
倉
都
心
部
で
実
施
さ

れ
て
い
る
一
方
通
行
規
制
が
1
0
月
鰐
口

へ
日
）
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
お
出
か

け
の
際
は
、
道
路
標
識
や
交
通
信
号
に

注
意
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

解
除
さ
れ
た
路
線
は
次
の
と
お
り

中
央
公
民
館

展
－
ホ
ロ
ビ
ー
だ
よ
り

●
展
示
期
間
　
m
月
末
日
ま
で

●
出
品
作
品

○
鎌
倉
彫
　
的
点

出
品
者
　
吉
村
和
子
（
松
ノ
本
）

○
掛
帥狩

野
光
雅
　
作

〇
三
十
六
歌
仙
絵
の
内
二
枚

（
西
行
法
師
、
俊
成
御
女
）

出
品
者
　
小
田
久
－
（
新
町
）

○
書
瑚出

品
者
　
青
柳
ア
キ
（
広
渡
）

○
か
な
書
道

出
品
者
　
松
尾
福
治
（
松
ノ
本
）

一
一
九
コ
ー
ナ
ー

●
遠
賀
郡
消
防
本
部
（
2
9
3
）
1
2
3
1

〝
失
効
消
火
器
は
早
め
に

取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
〝

消
火
器
な
ど
の
消
防
用
機
器
は
、
国

の
厳
し
い
検
査
や
規
格
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
消
防
法

に
基
づ
く
規
格
も
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
規
格
に
適
合
し
な
い
旧
規
格

の
消
火
盤
は
、
特
例
期
間
終
了
後
、
失

効
消
火
器
と
な
り
使
用
出
来
ま
せ
ん
。

旧
規
格
の
消
火
器
の
特
例
期
間
が
n

月
0
0
日
で
終
了
し
ま
す
。

旧
規
格
消
火
器
は
早
め
に
取
り
替
え

ま
し
ょ
う
。

讐
内
火
災
・
敵
意
件
数

（
8
月
1
日
～
8
月
3
1
日
）



墓前坊経塚（こついて

講演会を行います

・とき11月6的午後6から

●ところ遠賀コミュニティセ

ンター

●騰　師重松敏美さん（求菩提資

料館館長）奥野正男さん（筑紫古

代文化研究所代表）宮中給費宏さ

ん（九州歴史資料館学芸第二課長）

確
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遠
賀
町
文
化
祭
（
〓
一
6
高
一
8
）
で
古
代
歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

遠
賀
コ
ミ
三
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
特
別
展
〝
古
代
よ
り
の
様
々
な
祈
り
〟

昨
年
度
は
、
尾
崎
・
天
神
遺
跡
に
お

い
て
、
土
製
模
造
鏡
を
含
め
た
多
量
の

祭
杷
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
豊
前
坊
古
墳
に
お
い
て
、
発
掘

事
例
の
稀
有
な
経
塚
を
調
査
し
ま
し

た
。
こ
の
経
塚
は
、
弥
勒
信
仰
を
示
す

経
筒
配
置
を
な
し
て
お
り
、
日
本
で
初

め
て
の
出
土
例
で
あ
り
ま
す
。
両
遺
跡

で
の
貫
重
な
遺
構
と
遺
物
の
出
土
は
、

時
代
こ
そ
異
に
す
る
も
の
の
、
古
代
遠

賀
人
が
真
筆
に
，
神
仏
に
祈
る
．
証
し

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
古
く
は
縄
文
時
代
よ

り
現
在
に
至
る
ま
で
の
様
々
な
′
神
仏

へ
の
祈
り
〟
を
、
考
古
資
料
を
参
考
と

し
て
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
人
間

は
、
時
空
を
越
え
て
常
に
除
災
と
招
福

を
願
い
ま
す
が
、
時
代
こ
と
に
祈
る
対

象
や
方
法
を
異
に
し
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
に
は
、
安
産
や
子
供
の
健

や
か
な
発
育
を
願
い
、
数
多
く
の
土
偶

や
埋
葬
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
土
偶
の

中
に
は
動
物
も
含
ま
れ
て
お
り
、
数
多

く
の
獲
物
が
取
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

弥
生
時
代
に
は
、
小
国
家
の
安
寧
を

願
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
武
器
形
祭
器

（
鎮
矛
な
ど
）
や
、
農
耕
祭
祀
に
用
い

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
銅
鐸
が
出
現
し

ま
す
。
こ
の
他
で
は
、
土
器
の
表
面
を

赤
く
塗
っ
た
朱
塗
り
土
器
は
祭
事
に
使

用
さ
れ
た
馨
で
あ
り
ま
す
。

後
続
す
る
古
墳
時
代
は
、
更
に
国
家

的
規
模
の
祭
事
が
執
り
行
わ
れ
、
巨
大

古
墳
等
か
ら
．
鏡
・
玉
・
剣
．
の
三
選

の
神
器
が
出
土
す
る
例
は
多
々
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
他
方
の
庶
民
的
祭
事
に
は

尾
崎
・
天
神
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
祭
神

遺
構
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
他
に
、
道

教
的
思
想
に
影
響
さ
れ
た
．
ま
じ
な
い
．

等
の
遺
構
・
遣
物
も
数
多
く
出
土
し
て

い
ま
す
。

歴
史
時
代
は
、
前
時
代
の
祭
事
が
体

系
化
し
、
規
範
と
し
て
確
立
し
た
時
代

で
す
。
補
導
や
仏
事
は
そ
の
最
た
る
事

例
で
あ
り
、
今
日
に
ま
で
柏
通
じ
て
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

以
上
、
足
早
に
．
祈
り
，
の
歴
史
を

辿
っ
た
の
で
′
充
分
な
理
解
は
出
来
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度

の
文
化
祭
で
は
、
町
内
出
土
品
だ
け
で

は
な
く
、
県
内
で
出
土
し
た
．
折
り
，

に
関
連
し
た
遣
物
を
信
用
し
て
展
示
し

ます。展
示
す
る
予
定
の
代
表
例
を
要
約
し

て
お
き
ま
す
。

o
縄
文
時
代
－
土
偶
（
福
岡
県
教
育
委

貝
会
な
ど
）
九
州
で
は
塵
め
て
少
な
い

出
土
品
の
一
つ
で
す
。

。
弥
生
時
代
－
広
形
銅
矛
（
福
岡
県
教

育
委
員
会
）
　
日
永
遺
跡
の
出
土
品
で

鎮
矛
も
共
伴
し
て
出
土
。
レ
プ
リ
カ
。

o
古
墳
時
代
－
上
別
府
花
園
出
土
の
鐘

と
勾
玉
（
九
州
歴
史
資
料
館
）
　
約
0
0

年
薫
り
の
里
帰
り
。

。
歴
史
時
代
－
銅
製
綾
南
（
九
州
歴
史

資
料
館
、
求
菩
提
資
料
館
）
豊
前
坊
経

嫁
と
同
時
期
の
経
筒
。

以
上
の
他
に
、
約
百
点
種
の
遣
物
を

展
示
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
町
内
の
各
神
社
に
架
け
ら
れ

て
い
る
絵
馬
も
、
カ
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
掲

示
す
る
予
定
で
す
。

け
□
こ
口

の
鵜
臆
R
g

“

妊

婦

相

談

●
と
　
き
　
Ⅱ
月
2
日
（
月
）

午
後
1
時
0
0
分
～
3
時
0
0
分

●
受
　
付
　
午
後
1
時
約
分
～
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
役
揚
保
健
室

●
内
　
容
　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、

新
生
児
の
扱
い
方
、
も
く
浴
指
導
、
母

乳
に
つ
い
て

●
括
っ
て
く
る
も
の
　
節
鑑
（
母
子
健

康
手
帳
の
受
領
者
の
み
）

●
料
　
金
　
無
料

「
訓
－
則
1
品
談

●
と
　
き
　
Ⅱ
月
1
0
日
（
火
）

午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時
釦
分

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
　
象
　
生
後
3
か
月
～
6
か
月
児

●
内
　
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、
保
健

指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
恨

バ
ス
タ
オ
ル

●
料
　
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
4
か
月
児
は
小
児
ガ
ン
の

検
診
セ
ッ
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

●
定
　
員
　
乳
ガ
ン
0
0
人
（
各
日
）

子
宮
ガ
ン
1
0
0
人
（
各
日
）

●
料
　
金
　
l
つ
の
検
診
に
つ
き

5
0
0
円
（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

●
申
込
み
先
　
便
揚
保
健
衛
生
係

（
電
話
可
）
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
が
始
ま
り
ま
す

●
期
　
日
　
日
月
2
日
（
月
）
～
成
月

館
日
（
土
）

●
と
こ
ろ
　
町
内
の
各
病
院
・
各
医
院

●
時
　
間
　
各
病
院
・
各
医
院
の
診
猿

時
間
内

●
対
　
象
　
3
歳
以
上
の
希
望
者

●
接
種
方
法
　
l
週
間
か
ら
4
週
間
の

間
隔
を
お
い
て
2
回
接
穂

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑
、
母
子
健

康
手
帳
（
幼
児
の
み
）

●
料
　
金
　
1
回
に
つ
き
9
5
0
円

●
そ
の
他
　
問
診
票
は
各
病
院
、
各
医

院
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
以
下

の
人
、
生
活
保
護
ま
た
は
、
町
県
民
税

が
均
等
割
以
下
の
世
帯
の
人
は
、
役
場

保
健
衛
生
係
窓
口
で
無
料
用
の
問
診
票

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

乳
ガ
ン
・
子
宮
ガ
ン
検
診
の

白
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す

●
と
　
き
　
n
月
n
日
（
水
）
1
8
日

（
水
）
1
9
日
（
木
）

●
受
　
付
　
午
前
9
時
～
m
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）


